
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

発行元： 
日向市立平岩小中学校 
（文責 校長･向江） 
令和５年３月 24 日 

平岩小中 
学校だより 

～地域とともにある平岩小中～ 

第 18 号 
さんりきいっしん 

◇◆平岩小中ホームページ◇◆ 

http://cms.miyazaki-c.ed.jp/1606/  

から、学校の情報をご覧いただけます。 

平岩小中 

学校だよりも、今回が最終号となります。一年間ご愛読･ご
好評(?)いただき、作成者冥利につきます。支所長や区長さん方のお計らい
で、回覧板で地域の方へも届けることもできました。ただ、予算の関係上カ
ラーでお配りできず、また、学校の様子をたくさんお届けしたい余り、文字や
写真が見えにくくなり、申し訳ありませんでした。今後も自己満足に終わら
ず、皆さんに喜んでいただける紙面づくりに努めていきます。（向江） 

○つ ○ぶ ○や ○き  

6(金)まで春季休業日 / 7(金)1 学期始業の日、新任式、始業式 / 身体計測：1・2 年 17(月)、3・4 年 10(月)、

5・6 年 13(木)、7･8･9 年 11(火) / 12(水)入学式【小】、11(火)準備 / 13(木)県英テスト【8･9 年】、委員会活動開始、清掃オリ

エンテーション / 14(金)安全監視員紹介、通学路危険箇所確認【5･6 年】/ 17(月)避難訓練 / 18(火)全国学力調査【6･9 年】/ 

21(金)学校参観日･PTA 総会 / 24(月)～26(水)家庭訪問 / 27(木)ブックの日【小】、内科健診【6～9 年】 

４月の行事予定  

今年度も残すところ１週間となりました。いい加減、コロナは収束するだろうと思い
きや、7 月から 9月にかけて第７波に襲われ、当初想い描いた教育活動に至りませんで
した。こんな暗澹とした状況にあっても、いつも皆さんの「笑顔」と「元気」に救われ、
顔を上げて前を向くことができました。また、皆さんの命を守る行動のおかげで、校内
での感染拡大もなく、大きな事故もなく、今年度が無事終了することができることを本
当に感謝しています。 
 

3 月 16 日(木)、「第 17 回卒業式」を挙行し、卒業生 27 名が
学び舎を去っていきました。卒業生はさすが本校のリーダーだ
けあって、堂々とした立ち振る舞いで立派な姿でした。 

 
（ここからは、「学校長式辞」の一部を紹介します。） 
さて、いよいよ平岩小中学校を巣立つ時がきました。思い起

こせば、まだ小さな体に大きすぎるランドセルを背負って一年
生として入学した日からはや９年。義務教育の期間を、平岩小
中学校という同じ学び舎で同じ仲間とともに通い続けました。
数えきれないほどの多くの思い出ができたことと思います。 

皆さんは、いつも明るく、そして、力強く、平岩小中学校の
リーダーとなり、後輩たちを導いてくれました。本校は、全国
初の小中一貫教育校として開校して以来、17 年が過ぎようと
しています。これまで先輩方が築き上げてきた小中一貫校とし
ての伝統を引き継ぎ、そのよさを生かすとともに、さらに、進
化させ、後輩たちにしっかりとバトンをつないでくれました。 

ただ、そんな明るく、元気な皆さんの中には、義務教育最後
の３年間、コロナのあおりをまともに受けてしまい、「何で私
の時に限って」と恨んでいる人もいると思います。 

でも、それ以上に、コロナ禍で日常を失ったことで、人との
関わりの大切さや勉強やスポーツができるありがたさ、前向き
に考えることの必要性など、改めて気づかされたことも多くあ

最終号特集 皆さんの「笑顔」と「元気」に感謝！ 

令和４年度 修了の日 

卒業証書授与 学校長式辞 

昨日 3/23(木)、6 年生の小
学校課程修了式を実施しま
した。本来であれば、小中一
貫校ですので卒業は9年生が
終わる時になるわけですが、
本校では一つの区切りとし
て一般の小学校が実施する
卒業式と同等の課程修了式
を設けています。 

学校長式辞の中で、次のように私の思いを伝え
ました。「皆さんは６年間の思い出を胸に、４月か
らは、中学部の一員となります。児童生徒会の執行
部をはじめ、多くの場面で、学校全体を動かす立場
となります。これまで身に付けてきた「三力一心」
に、さらに磨きをかけ、この平岩小中学校を、これ
まで以上に素晴らしい学校にするための、原動力
となってくれることを期待しています。」 

第 17 回卒業式 

小学校課程修了式

儀式では「礼儀」「節度」が大事！
本日、「修了式」を実施しました。９年生

と６年生がいなくて寂しい感じもしました
が、厳かな雰囲気で今年度を振り返り、来年
度に向けて決意を新たにすることができた
と思います。今回の修了式は久々に規模縮小

ました。「儀式は、生活の中の節目をつくって、今
までのことを振り返り、新しい気持ちでスタート
するためにある。」また、「学校だけでなく、人生の
中にも、成人式や結婚式、入社式、葬式など様々な
儀式がある。」儀式は、大切なものなので、「礼儀」
と「節度」をもって参加して欲しいと思います。 

【写真(右)】送別遠足での縦割り班別ウォークラリー 

「けふもまた 心の鉦を 打ち鳴らし～」 
ったことと思います。 

困難や苦しみは、必ず人を大きく
成長させます。そのような経験こそ
が、間もなく始まる高校生活、そして
その先の人生において、皆さんの「生

きる力」になってくれるものと信じています。 
最後に、卒業生の門出に私の大好きな牧水の歌

を添え、式辞とします。「けふもまた こころの鉦
を 打ち鳴らし 打ち鳴らしつつ あくがれて行く」 

のない「儀式的行事」でしたので、少し儀式について話をし

送辞 答辞 

課程修了証授与 


